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燃費/CO2排出規制
EV導入のドライバー
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COP21合意

• 2℃シナリオ実現のためにはCO2排出を半減したい
小型車からの温暖化ガス排出削減シナリオ

2℃シナリオにおける乗用車のパワートレイン構成変化予測

資料: GFEI Fuel Economy State of the World 2016

資料: IEA Energy Technology Perspective

世界のCO2排出60%削減

小型車からのCO2 2Gton/年削減

全車両の平均燃費を半分に

新車の平均燃費を2030年までに
半分に

2050年までに
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燃費/CO2規制

• 世界市場の9割が規制対象

• 世界の主流はCAFE(企業平均燃費）規制

燃費規制が導入されている国

資料: GFEI Fuel Economy State of the World 2016
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燃費/CO2規制

• 主要地域・国では、2020年までの5年間で20～30％の燃費改善を求められており、内燃機関
だけでは対応が難しい
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内燃機関車禁止を巡る最近の動向

•ドイツ
− 2016年10月 連邦議会はEU域内でのガソリン・ディーゼル乗用車販売禁止

することをEUで検討することを誓願する決議を行った

− 2014年に2020年までに100万台のEV稼働計画発表も達成が危ぶまれる

•英国
− 「New Air Quality Plan」 (2017年7月発表）の中で、2040年までに内燃機関

搭載の乗用車・小型商用車の販売を禁止する旨を発表

− 当該方針は、大都市の大気汚染が違法水準にあるとの高裁判決を受け
て発表されたもので、主たる対象はNO2

− CAZを拡大しない政府発表案（2040年内燃機関車販売禁止）は、問題の
先送りとして環境推進派の非難の対象となっている

•フランス
− マクロン政権は7月上旬に発表した5年間の「Climate Plan」の中で、温暖化

ガス排出乗用車（ガソリン・ディーゼル）の禁止を謳っている

− フランスは、欧州の大国の中では、EVの販売比率が1%を超えており、原
発主体と相俟ってEV化に従来から積極的
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内燃機関車禁止を巡る最近の動向

•インド
− 2016年5月にエネルギー大臣が、2030年までに国内保有乗用車をすべて

EVに入れ替えるための計画を立案中と発表

•中国
− 2017年9月、工業信息副大臣が自動車コンファレンスにおいて化石燃料

車を将来的になくしてゆくための長期計画を策定中と発言した（具体的な
時期や内容についての言及はない）

− 2019年よりNEV規制導入決定



Mitsui Global Strategic Studies Institute ©Copyright Mitsui Global Strategic Studies Institute. All Rights Reserved. 9

地域別トレンド 欧州
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欧州

• 世界のベンチマークとなった2021年95g規制

• 2013年に乗用車平均126.7g/kmとなり、2015年規制を前倒し達成

資料: European Environment Agency (EEA), International Council on Clean Transportation (ICCT) 



Mitsui Global Strategic Studies Institute ©Copyright Mitsui Global Strategic Studies Institute. All Rights Reserved. 11

欧州

• 2008年のCO2排出規制導入に伴って、各社の平均燃費が改善に向かった

資料: ICCT



Mitsui Global Strategic Studies Institute ©Copyright Mitsui Global Strategic Studies Institute. All Rights Reserved. 12

欧州

• 企業によって目標達成度は大きく異なっている

資料: ICCT
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欧州

資料: EEA

代替燃料車のCO2排出量と登録台数（2016年）

• ディーゼル車の比率はピークアウトしたかに見える

• 2015年時点で、代替燃料車の販売比率は2.8％、うち電動車は4割

種別
平均CO2排出量

（g/km）
登録台数

（台）
台数構成比

（％）

LPG車 121.2 252,979 1.72

天然ガス車 100.4 57,257 0.39

E85 134.9 1,877 0.01

EV 0.0 64,316 0.44

PHEV(ガソリン) 45.9 87,335 0.59

PHEVディーゼル） 48.9 6,372 0.04

EU乗用車全体 118.1 14,700,000 100.00
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欧州主要国の電動車両優遇措置

制度 ノルウェー オランダ フランス ドイツ

購入時の金銭的
支援

• 輸入税免除
• 付加価値税（25%）

免除

• EV登録税免除、
PHEVはCO2排出従
量の税体系

• EV/HEV購入時補
助金（€6,500～
750）

• 車齢10年以上

ディーゼル車
EV/PHEV代替に追

加補助金
（€6,500/€2,500）

• 購入補助金（6万
ユーロ以下のEV：
€4,000、同HEV：
€3,000）（累計40

万台、連邦政府予
算6億ユーロ、
2020年まで）

保有に伴う金銭
的支援

• 道路税（年税）軽減

• 法人自動車税軽減
（50%）

• リース料への付加
価値税軽減（25%）

• EV道路税免除
• PHEV道路税軽減

（50%）

• 会社貸与車にかか
る所得税軽減

• EV/PHEVとインフラ

投資に対する所得
税控除

• EV道路税免除

• 法人自動車税免
除（EV：無期限、
HEV：当初2年間）

• 自動車保有税10
年間免除（～2015

年末）、５年間免
除（～2020年末）

• 会社保有車に対
する税控除

使用時の優遇措
置

• 有料道路通行料免
除、フェリー料金免
除

• バスレーン走行

• EV無料駐車場、

専用駐車スペース、
バスレーン使用
（地域による）

資料：European Alternative Fuels Observatory

• 電動車両は “as is”では普及しない
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欧州における電動車両の販売状況

• 優遇措置があるノルウェーが先行、大国も徐々に増加

国名
2017年
台数

BEV PHEV PEV計(A) 乗用車(B) (A)/(B)(%)
人口

(千人）
国土面積

（km2）
1人当たり

GDP

販売 31,068 27,742 58,810 158,653 37.1

保有 82,935 48,678 131,613 2,662,910 4.9

販売 7,040 1,093 8,133 414,538 2.0

保有 22,702 93,313 116,015 8,439,318 1.4

販売 4,480 15,548 20,028 379,393 5.3

保有 13,038 35,793 48,831 4,776,744 1.0

販売 30,727 10,347 41,074 2,110,751 1.9

保有 108,854 17,543 126,397 32,390,000 0.4

販売 16,636 29,521 46,157 2,540,617 1.8

保有 47,941 55,936 103,877 34,378,388 0.3

販売 24,807 25,475 50,282 3,441,262 1.5

保有 59,721 39,930 99,651 45,804,000 0.2

販売 17,441 31,504 48,945 4,386,378 1.1

保有 128,492 85,997 214,489 61,403,630 0.3

資料：マークラインズ、Ward's Auto、IMF、UN

377,873 32,486

ノルウェー

オランダ

フランス

ドイツ

（参考）
日本

英国

スウェーデン 10,715 449,964 51,125

68,203 242,900 40,050

欧州主要国の概要と電動車両販売・保有動向

注1) BEV: Battery Electric Vehicle PHEV: Plug-in Hybrid Electric Vehicle  PEV: Plug-in Electric Vehicle

注2) 保有台数は2016年。1人当たりGDPは2016年名目値、単位米ドル

5,636 385,155 70,553

17,330 41,528 45,658

64,605 551,500 37,675

82,738 357,022 40,997

124,575
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地域別トレンド 米国
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米国の燃費規制の特徴

• MY2017-2025年規制が昨年発効

• 従来に比べて格段に高い改善率が求められる

• 乗用車と小型トラックに分かれた規制

資料:  US NHTSA

06-14実績 年平均 17-25目標 年平均

乗用車平均 17.1% 1.7% 32.6% 4.8%

小型トラック平均 14.8% 1.5% 31.1% 4.6%

全体平均 18.4% 1.7% 35.1% 5.3%

米国の燃費改善実績と目標値の比較
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米国の乗用車とトラックの違い

Volvo V70 Volvo XC70

• トラックと乗用車の違いは？

Ford Taurus

Ford Focus

Ford F-150

Cadillac Escalade

Ford Escape

乗用車
（Passenger Car）

小型トラック
（Light Trucks）
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米国の小型車市場構成の変化

• 米国では小型トラックの割合が増え続けている

資料: Ward’s Auto
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米国の企業別燃費平均値と目標達成率

• 企業・車種によって燃費規制への適合率が大きく異なる

• 小型トラックの規制適合率は平均して低い

資料:  US NHTSA
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将来の自動車燃費改善技術普及予測（米国道路交通安全局）

• 2025年規制には内燃機関の性能改善で対応可能との予測

• EV普及は限定的

Type

Penetration (%) 2021 2025 2021 2025

Turbo-downsize (18 bar) 43 25 53 19

Turbo-downsize (24 bar) 14 63 16 67

8 speed DCT 61 79 7 9

Cooled EGR 11 65 16 74

Hybrid Electic Vehicle 4 4 2 5

EV - 3 - 0.3

LRRT2 72 96 74 99

IACC2 71 73 64 55

GDI 60 93 73 97

MHEV 5 20 11 39

Additinal Cost ($/vehicle) 767 1726 763 2059
Note: LRRT2: Lower Rolling Resistance Tyre Level 2  IACC: Improved Accessories Level 2

Cars Trucks

資料: Federal Register Vol. 77, No. 199, October 15, 2012

燃費改善技術の普及予測（2025）
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目標値見直し

• 暫定値である2022年以降の目標値の中間レビュー（2016年7月）では、2025年規制には既
存のガソリンエンジン技術主体で対応可能との政府見解

A wider range of technologies exist for manufacturers to use to meet the MY2022-2025 
standards, and at costs that are similar or lower, than those projected in the 2012 rule;

EPA GHG and NHTSA CAFE assessments both show that the MY2022-2025 standards can 
be achieved largely through the use of advanced gasoline vehicle technologies with the 
modest penetrations of lower cost electrification (like 48V mild hybrids which include 
stop/start) and low penetration of higher cost electrification (like strong hybrids, plug-in 
hybrid electric vehicles and all electric vehicles).

the agencies note that the auto industry, on average, is over-complying with the first 
several years of the National Program.  This has occurred concurrently with a period 
during which the automotive industry successfully rebounded after a period of economic 
distress.

→ しかし、自動車メーカーは現行目標値に反対、トランプ政権は見直しの意向
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カリフォルニア州ZEV規制

• 販売台数の一定割合をEV・PHV・FCVにすることを義務付ける

• 計10州が同様の規制を導入、米国市場の約4分の1を占める

資料:  Center for Climate Energy and Solutions

ZEV規制を導入済みの州

→ 特定車種の販売を義務付ける世界でも特異な規制 （中国が追随）

Year Total ZEV TZEV+ AT PZEV PZEV

12 12.0 0.8 2.2 3.0 6.0

13 12.0 0.8 2.2 3.0 6.0

14 12.0 0.8 2.2 3.0 6.0

15 14.0 3.0 3.0 2.0 6.0

16 14.0 3.0 3.0 2.0 6.0

17 14.0 3.0 3.0 2.0 6.0

18 4.5 2.0 2.5 - -

19 7.0 4.0 3.0 - -

20 9.5 6.0 3.5 - -

21 12.0 8.0 4.0 - -

22 14.5 10.0 4.5 - -

23 17.0 12.0 5.0 - -

24 19.5 14.0 5.5 - -

25 22.0 16.0 6.0 - -

カリフォルニア州ZEV規制で州内販売台数に占める
べきZEVの割合（規制値、％）

注： ZEV： BEV、FCV　TZEV+： PHEV、水素エンジン車
AT PZEV： HEV、天然ガス車　PZEV： 低燃費内燃機関車

出所：カリフォリニア州大気資源局
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地域別トレンド 中国
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中国

• 第4フェーズ（2020年）規制は日本同等水準

• 新エネ車優遇は漸次解除の一方、平均燃費の引き下げ率は上昇

資料: ICCT, MLIT

年
燃費基準
（L/100km）

下降幅
（％）

新エネ車
倍数

14 7.12 -2.8 5

15 6.9 -3.1 5

16 6.7 -2.9 5

17 6.4 -4.5 5

18 6.0 -6.3 3

19 5.5 -8.3 2

20 5.0 -9.2 1

-6.216-20年平均

資料: iCET

中国の燃費基準値と新エネ車優遇率の推移
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中国企業別の平均燃費

• 燃費規制への適合が難しいのは中国系メーカーが多いが、メーカー間格差も大きい

資料: China Passenger Vehicle Fuel Consumption Development Annual Report 2015 (iCET)

Foreign JV Domestic 2014 Below Target 2014 Just on Target
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新エネ車で引き下げられる平均燃費

• 多くの中国企業は新エネ車の効果で平均燃費が大きく引き下げられている

資料: iCET
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中国のEV補助金政策

• 補助金額は漸減し、2020年以降は廃止の予定

変更前 変更後

中央政府
（EV乗用車）16年：5.5万元/台
（EVバス）16年：航続距離によ
り30～50万元

（EV乗用車）17-18年：4.4万元
19-20年：3.3万元
（EVバス）17年以降最大30万元
21年以降：廃止

地方政府 国の補助金と同額が主流
2017年以降： 国の補助金の半
額を超えない

北京 （EV乗用車）16年：5.5万元 17年以降： 2.2万元

上海 （EV乗用車）15年：4万元
16～17年： 1～3万元
17年：未定

深圳 -
16年以降：国と市の補助金が車
両金額の60%を超えない

補助金の概要
行政府

資料： 各種報道より三井物産戦略研究所作成

中国政府の補助金政策の変化
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中国の新エネ車（NEV）規制

規制方法 一定規模以上の自動車メーカーは、生産台数のうち
定められた比率のNEVを生産しなければならない

導入時期 2019年

対象企業 過去3年間の平均生産台数が5万台を超える乗用車
メーカー

クレジット必要数 2019年 生産台数の10%

2020年 同 12%

対象となる新エネ車 EV、PHEV、FCV

クレジット計算方法 一充電走行距離による従量制

未達の場合 他社か政府からクレジットを購入

• NEV規制は中国でのEV/PHEV普及に大きく影響する
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中国EV市場の直近動向

• 中国のEV/PHV市場は、政策動向によって大きく変動するが、増加トレンドは維持している

生産 販売
BEV 47.8 46.8
PHV 11.4 11.1
計 59.2 57.9
BEV 18.8 18.4
PHV 1.4 1.1
計 20.2 19.5

79.4 77.4

乗用車

商用車

新エネ車計

2017年の新エネ車生産・販売台数

資料: 中国汽車工業協会
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中国の地域別EV販売構成

• 現状の中国のEV販売は、ナンバープレート規制のある地域に集中している

資料: JETRO
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中国のEV/PHV販売上位車種

• 売れ筋は小型低価格帯と中型高価格帯に分かれる

資料: マークラインズ、China Auto Web

販売台数上位（2017年）の電動車

メーカー・ブランド モデル タイプ 車種 セグメント
販売台数
（2017年）

最低価格
（元）

北京 (Beijing) EC180 EV セダン A 77,628 151,800

知豆 (ZD) D2 EV セダン A 42,342 108,800

安徽江淮汽車股份 (JAC) iEV5 EV セダン C 24,198 200,000

比亜迪汽車 (BYD) BYD E5 EV セダン D 23,601 -

帝豪 (Emgrand) 帝豪 (Emgrand) EV セダン D 23,324 259,800

北京 (Beijing) 紳宝 (Senova) EV セダン E 18,676 346,900

奇瑞 (Chery) eQ1 EV セダン A 18,554 159,900

衆泰 (Zotye) 衆泰 (Zotye) E200 EV セダン A 16,751 -

江鈴 (JMC) E100 EV セダン A 15,825 156,000

長安 (Changan/Chana) 奔奔 (Benni) EV セダン A 12,923 -

江鈴 (JMC) E200 EV セダン A 12,118 -

宝駿 (Baojun) 宝駿 E100 (Baojun E100) EV セダン A 11,446 -

華泰 (HAWTAI) EV160 EV セダン A 11,397 -

衆泰 (Zotye) 衆泰 雲 (Zotye Cloud) 100 EV セダン A 11,205 -

栄威 (Roewe) 栄威 RX5 (Roewe RX5) EV SUV D 10,436 265,900

比亜迪汽車 (BYD) BYD e6 EV セダン C 10,215 369,800

比亜迪汽車 (BYD) 宋 (Song) DM PHV SUV D 30,911 250,000

比亜迪汽車 (BYD) 秦 (Qin) PHV セダン D 20,738

栄威 (Roewe) 栄威 RX5 (Roewe RX5) PHV SUV D 19,510 -

比亜迪汽車 (BYD) 唐 (Tang) PHV SUV D 14,592 300,000

トヨタ 花冠/卡羅拉 (Corolla) HV セダン C 59,443 139,800

トヨタ 雷凌 (Levin) HV セダン C 40,799 -
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中国の新エネ車導入ロードマップ

2020 2025 2030

• 販売台数の5%

• 年間販売台数200万台、
累計販売台数500万台

• 販売台数の20%

• 年間販売台数300万台
• 年間販売台数1,000万台

• 中国ブランド車100万台以
上、シェア70％以上

• 燃料電池車1,000台以上
生産

• 販売上位10社のうち1社が
中国企業

• 中国ブランド車シェア80％
以上

• 小規模地域での水素インフ
ラ運営

• ローカル企業のEV電池お

よび主要電気部品のシェア
80％

• 販売上位10社中2社が中
国企業

• 中国ブランド車の立場を確
固たるものにする

• 生産台数の30％を輸出

• 中国政府はEV産業育成に注力

• 中国はEVの主戦場
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地域別トレンド 日本
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日本の動向

• 日本の乗用車平均燃費は世界最高で、すでに2020年目標値水準に達している

資料: 国土交通省、日本自動車工業会
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日本の新エネ車購入補助金

• 日本の新エネ車購入補助金はEV導入当初より減額され、国際的にも高くはない水準

種別 モデル 電池容量（kWh) 走行距離（km） 車両価格（千円） 補助金（千円）
EV テスラ モデルS 60-100 400-613 8,000-16,394 400

テスラ モデルX 75-100 417-542 9,981-17,083 400

日産 e-NV200バン 24 188-190 3,050-3,464 188-190

日産 e-NV200ワゴン 24 185-188 4,112-4,414 185-188

日産 リーフ 24-30 228-280 2,526-4,226 228-280

BMW i3 33 3900 4,620-5,277 390

三菱 i-MiEV 16 120-172 2,097-2,763 120-172

三菱 ミニキャブ・ミーブ 10.5-16 100-150 1,465-2,269 100-150

PHV Audi A3　Sportsback e-tron 8.7 52.8 5,222 200

トヨタ プリウス PHV 4.4 68.2 3,020-3,910 200

BMW 330e 7.7 36.8 5,361-6,509 200

BMW 740e 9.2 42 10,824-11,694 200

BMW i8 7.1 40.7 18,435-21,277 200

フォルクスワーゲン Goｌｆ GTE 8.7 53.1 4,343 200

ポルシェ パナメーラ4 E-Hybrid 14.1 46.4 3,027-14,157 200

ボルボ XC90 9.2 33.7 9,343-12,027 200

三菱 アウトランダーPHEV 12 60.2-60.8 3,388-4,434 200

メルセデス・ベンツ GLC350 e 6.2 30.1 7,990-8,361 200

FCV トヨタ MIRAI 6700 2,020

資料: 次世代自動車振興センター

新エネ車の仕様・価格と補助金額



Mitsui Global Strategic Studies Institute ©Copyright Mitsui Global Strategic Studies Institute. All Rights Reserved. 37

EV販売動向・予測



Mitsui Global Strategic Studies Institute ©Copyright Mitsui Global Strategic Studies Institute. All Rights Reserved. 38

電動車両の販売台数

• ハイブリッドは日本中心

• EV/PHEVでは中国が急速に台頭

資料: マークラインズ
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• HVを除く電動車両の世界販売台数は2017年約1.5％前後、保有台数で0.25％

電動車両の販売・普及動向

資料： マークラインズ、Ward’s Autoをもとに三井物産戦略研究所作成

注：電動車保有台数は2004年から2017年までの累計販売台数を使用。販売台数、保有台数は乗用車の推計値、保有台数は2016年末時点

台数 構成比（％） 台数 構成比（％）
BEV 737,235 0.96 1,831,401 0.16

PHV 367,439 0.48 1,044,176 0.09

FCV 3,303 0.00 6,205 0.00

HV 1,987,581 2.58 14,073,912 1.26

その他 74,063,949 95.99 1,096,059,947 98.48

計 77,159,507 100.00 1,113,015,641 100.00

販売 保有

電動車両の世界販売台数と保有台数



Mitsui Global Strategic Studies Institute ©Copyright Mitsui Global Strategic Studies Institute. All Rights Reserved. 40

EVとPHVに向けた各社方針

• 企業によって重点の置き方は異なる

資料：各社発表をもとに三井物産戦略研究所にて作成

BEV PHEV FCV

テスラ ○ - - BEVのみ展開 2018年以降、年産50万台を目標

GM ○ ○ ホンダと提携
当面ICE主体、BEVは当面短距
離用途に限定、FCVは将来

2025年に販売台数の1%程度

VW ○ ○ △
規制対応が目的。小型車は
BEV、中型以上はPHEV

2025年までに30車種投入、販売シェア目
標25%

BMW ○ ○ トヨタと提携 BEV、PHEV併用で規制対応
2020年以降にBEV、PHEV14車種ずつ発
売。2025年に販売台数の15～25%をBEV
またはPHEVに。

ダイムラー ○ ○ ○
ICE、ハイブリッド、BEV/FCVの3
段階で対応

2022年までにBEV10車種以上、販売台
数の最大25%を電動車両に

トヨタ △ ○ ○ ハイブリッド技術が主軸
究極的にはFCVへ。BEVは規制適応の
ために開発。

日産 ○ ○ △
BEV主体、PHEVは三菱自動車
から

2020年までに走行距離550km、現行価格
同等のBEVを発売予定

パワートレインに占めるBEVの
位置づけ

電動車取組の方向性
販売計画・予想メーカー

主要自動車メーカーの電動車両戦略
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• 2030年時点でEV・PHEV合わせて世界販売の10～25％程度を占めると予測

• 予測には大きな幅

電動車両の販売台数予測

資料: 各社予測をもとに三井物産戦略研究所作成
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普及予測と考え方

• 2030年までは、車載用としては現行のリチウムイオン電池（と同等の性能・コストを持つその
他の電池）が主流

• 現行のリチウムイオン電池の能力を考慮すると、BEVは一部市場で一部セグメントにのみ採
用される（一部例外は存在するが、市場のマジョリティにはならない）

• PHEVはパワートレインを重複させているため、適用は大きさ及び価格の面でCセグ以上に限
定される

• 両方合わせて2030年までに世界販売の10%程度、世界保有台数の5%程度を占める

資料: 三井物産戦略研究所作成
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EV普及に向けた課題
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EVの性能と価格の変化

• kWh当たり車両単価は発売当初から約半減したが、車格見合いの価格は依然高級車レベル

資料: 日産自動車発表をもとに三井物産戦略研究所で作成

発売年 電池
容量
(kWh)

搭載
熱量

（kcal）

ガソリン
換算
（L）

航続
距離
(km）

電費
（kWh/km)

燃費

換算
（km/L）

車両
価格

（万円）

kWh
当り

（万円）

2010 24 20,640 2.59 160 0.150 61.8 376～ 15.7

2012 24 20,640 2.59 200 0.120 77.2 335～ 14.0

2015 24 20,640 2.59 228 0.105 88.0 280～ 11.7

30 25,880 3.25 280 0.107 86.2 320～ 10.7

2017 40 34,507 4.33 400 0.100 92.4 315～ 7.9

日産リーフのスペックと価格の変化
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• リチウムイオン電池の性能と価格は、これまで想定に近い発展を遂げてきた

電動化のカギを握る電池性能

NEDO自動車用二次電池ロードマップ

出所：NEDO二次電池技術開発ロードマップ2013
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充電インフラの普及状況

• 主要国ではインフラ整備は着実に進んでいるが

注： 充電器の台数は2016年、充電車両（電気自動車とプラグインハイブリッド自動車）の台数は2017年末。 急速充電は50kW以上
資料：富士経済、マークラインズ

急速充電 普通充電 急速充電 普通充電
中国 32,700 115,800 1,128,738 34.5 9.7

日本 7,260 24,800 304,788 42.0 12.3

北米 7,650 39,800 753,636 98.5 18.9

欧州 9,770 62,800 733,452 75.1 11.7

その他 1,600 7,990 65,104 40.7 8.1

合計 58,980 251,190 2,985,718 50.6 11.9

国・地域
充電器台数（基） 充電器あたりPEV台数充電車両台数

（台）
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求められる急速充電の高速化

資料：超高速充電における日中間の情報交換に関する提案（経済産業省/2016年）、Key Note The Combined 
Charging System （2015） などをもとにADL作成

2016時点 2017-2020 2020ｰ2030 2030-

EVの

航続距離（km）

必要となる

バッテリー容量

（kWh）

目指すべき

充電ｽﾀﾝﾄﾞ出力

（kW,V,A）

C
H

A
d

e
M

O

EVの

航続距離（km）

必要となる

バッテリー容量

（kWh）

目指すべき

充電ｽﾀﾝﾄﾞ出力

（kW,V,A）

C
C

S

（C
o

m
b

in
ed

 C
h

argin
g System

 

）

 120-200
 250-350（20-25年）

 500-（26-30年）

 16-24
 25-35（20-25年）

 40-（26-30年）

 50kW

 500V、125A

 150kW（規格策定中）

 500V, 350-400A

 350kW?

 800-1000V、400A?

 都市内幹線道路で
の移動を想定

 高速道路を用いた長距離移動を想定

 50kW-200kW

 500V、125A

 150-350kW?

 800-1000V,350-400A

 350kw?

 800-1000V、350-400A?

 700-

 50-

 ?

 ?

充電時間30分（-80%）

充電時間約20分

具体的なバッテリー容量は提示していない

足元で欧米自動車OEM6社が350kw対応スタンドの
整備を開始を発表。2018年までに操業開始予定

充電時間を約10分で実現(-80%,小容量も対象)

大容量バッテリを30分以下で充電(-80%)

近年、大容量化が加速し60-80kWhへの対応も必要に

5分程度で100km走行分を充電(Cレート改善、大容量セルに充電）
大容量バッテリを20分程度で充電(-80%)

主

要

なD
C

急

速

充

電

国

際

規

格

*
*

急速充電の高出力化の背景とCHAdeMO/CCSが想定しているロードマップ

• 充電時間短縮と長距離走行（大容量電池） EV向けの充電時間抑制のため、充電の高出力化
ニーズが拡大

• CHAdeMO、CCSともに高出力化（350kW）を目指す（電池のCレート改善も課題に）
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EVと電池の現状と将来の姿

• EV大量普及のためにはボリュームゾーンにおけるエンジン車代替が不可欠

100k

50k

200km 400km

現行EVの主要領域
B – Cセグメント

$30～50K
走行距離 ～250km

Tesla Model S
65kWh

Tesla Model S
85kWh

中型・長距離走行
高価格

将来のボリュームゾーン
C-Dセグメント

$30K以下
走行距離 300km～

価格
US$

1充電当たり走行距離

EVの現状と将来の姿と電池に求められるジャンプ

エネルギー密度当たり価格
1/2～1/3

重量/体積エネルギー密度
2～3倍

充電速度
2～4倍
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EVの総合効率

• EVは本来的にエネルギー効率が高いが

注： 1．ガソリン車とEVは2015年、PHVは2012年発売車両
2．（1）は2014年、（2）は2030年の電源構成による発電原単位で算出

資料：日本自動車研究所
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電源構成によるEVのCO2排出量の違い

• 石炭火力の比率が高い中国では、EV走行にかかるトータルのCO2排出量は低くならない

注： 1. 米国環境局基準 2．リーフからのCO2排出は2015年時点の数値
3．プリウスは2012年モデル、米国とEU小型車は2015年の規制適合車

資料：ICCT
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FCVとEV

資料：トヨタ自動車、Tesla

諸元 トヨタ ミライ テスラ Model S 75D

全長（㎜） 4,890 4,978

全幅（㎜） 1,815 1,964

全高（㎜） 1,535 1,435

車重（kg） 1,850 2,107

電池/タンク容量 122.4L 75kWh

仕事量換算(70MPa) 256.6kWh －

航続距離（km） 650 440

価格（日本、万円） 723.6 935

補助金（日本、万円） 202 40

ミライとEV（テスラ）のスペック比較
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ありがとうございました


